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研究成果の概要（和文）： 
本研究課題では，確率論的不確実性とファジィ論的曖昧性を同時に取り入れた多目的多重レベ
ル計画問題の定式化とともに，上位レベルの意思決定者と下位レベルの意思決定者がお互いの
立場をわきまえて，可能な限りレベル間の満足度をバランスよく達成させるようなそれぞれの
意思決定者間の対話を考慮した新たな対話型意思決定手法の開発とその応用研究を遂行し，得
られた数多くの研究成果は，内外の著名な学術雑誌に掲載された． 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research, multi-level multiobjective programming problems in fuzzy and stochastic 
environments have been formulated. Considering the necessity for cooperative fuzzy 
decision making in the formulated problems, several novel interactive fuzzy programming 
methods have been presented in fuzzy and stochastic environments.  The obtained results 
have been published in domestic and international journals of the related fields. 
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１．研究開始当初の背景 
申請者は，多目的システム，ファジィシステ
ムの最適化とその応用に関する研究を長年
に渡り遂行し数多くの研究成果を内外の著
名な学術雑誌に発表してきているが，1993
年までの研究成果は，アメリカの Plenum 
Press より Masatoshi Sakawa, Fuzzy Sets 
and Interactive Multiobjective 

Optimization, Plenum Press, New York, 
X+308 (1993)と題する研究書として出版さ
れるとともに，その後の大規模システムや進
化的メタヒューリスティクスに関する研究
成果も，ドイツの Physica-Verlag とアメリ
カの Kluwer Academic Publishers より，そ
れぞれ，Masatoshi Sakawa, Large Scale 
Interactive Fuzzy Multiobjective 
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Programming, Physica-Verlag, X+217 
(2000)，および Masatoshi Sakawa, Genetic 
Algorithms and Fuzzy Multiobjective 
Optimization, Kluwer Academic Publishers, 
X+288 (2001) と題する研究書として出版さ
れ，世界的にも高く評価されている．特に，
2002 年 2 月にオーストリアで開催された
16th MCDM World Conference(多評価意思
決定国際会議)では，申請者のこれまでの多目
的システムやファジィシステムの最適化と
その応用に関する300件以上もの学術雑誌へ
の研究論文や 20 件あまりの著書を含む研究
活動は，多評価意思決定の理論，方法論，お
よび実践に決定的に反映されている数多く
の刷新的な着想と独創的なものであり,その
偉業は顕著な経歴の研究者に対する最高位
の栄誉をたたえるに値するものとして評価
され，日本人としては初めてのゲオルグ・カ
ントール賞を授賞している． 
 
２．研究の目的 
本研究では，確率論的不確実性とファジィ論
的曖昧性を同時に取り入れた，究極の意味で
の不確実性の下での多目的多重レベル計画
問題の定式化とともに，上位レベルの意思決
定者と下位レベルの意思決定者がお互いの
立場をわきまえて，可能な限りレベル間の満
足度をバランスよく達成させるようなそれ
ぞれの意思決定者間の対話を考慮した新た
な対話型意思決定手法の開発に焦点が当て
られ，(1)現実の意思決定状況のランダム性
とファジィ性を同時に考慮した究極の数理
計画法として，ファジィ数の実現値が確率的
に変動するファジィランダム数理計画法の
みならず，平均や分散がファジィ数であるよ
うなランダムファジィ数理計画法の定式化
に関する研究と(2)上位レベルと下位レベル
の意思決定者の間の対話をも考慮した多重
レベル計画法への統合と一般化を目指して，
一般化不確実性状況下での対話型意思決定
手法に関する研究の 2種類の研究課題の遂行
を目指す． 
 
３．研究の方法 
研究代表者と着任以来共同研究を継続して
きている助教から構成される研究組織で，3
年計画で申請する本研究計画では，確率論的
ランダム性とファジィ論的曖昧性を同時に
考慮するとともに，多変数でしかも複数個の
相競合する目的を有する複数人の意思決定
者の意向をも考慮して，ファジィランダム変
数とランダムファジィ変数を含む多目的多
重レベル最適化問題の定式化を試みる．さら
に，上位レベルの意思決定者と下位レベルの
意思決定者がお互いの立場をわきまえて，可
能な限りレベル間の満足度をバランスよく
達成させる満足解を対話的に導出するとい

う新たな対話型意思決定手法の開発と実シ
ステムへの応用を遂行する．平成 22 年度に
は，主として理論的研究としての，ファジィ
ランダム変数とランダムファジィ変数を含
む多重レベル最適化問題の定式化や，対話型
意思決定手法の開発を実施し，平成 23 年度
以降には現実の社会システムへの応用を目
指して，対話型多目的多重レベル最適化シス
テムの開発と社会システムへの応用研究を
試みる． 
 
４．研究成果 
本研究課題では，現実の意思決定状況のラン
ダム性とファジィ性を同時に考慮した究極
の数理計画法として，ファジィ数の実現値が
確率的に変動するファジィランダム数理計
画法のみならず，平均や分散がファジィ数で
あるようなランダムファジィ数理計画法の
定式化と, 上位レベルと下位レベルの意思
決定者の間の対話をも考慮した多重レベル
計画法への統合と一般化を目指して，一般化
不確実性状況下での対話型意思決定手法の
開発とその実システムへの応用研究を遂行
した．研究成果として，ファジィランダム多
重レベル計画問題のみならず，ランダムファ
ジィ多重レベル計画問題の定式化をも遂行
し，レベル集合や可能性に基づく確率最大化
や満足基準最大化に基づいて，下位レベルの
意思決定者の満足度とのバランスを考慮し
つつ対話的に上位レベルの意思決定者の満
足解を導出するという実用性に富む様々な
対話型意思決定手法を提案して，数多くの数
値実験により，有効性を検証した．しかも，
現実のデータを用いた実システムへの応用
研究として，食品スーパーの生鮮食料品の購
買問題・輸送計画問題を取り上げ，数理計画
問題として定式化した後，食品スーパーと委
託先の業者がそれぞれ独立した企業である
という現実状況への拡張として多重レベル
線計画問題の定式化を試み，本研究課題で得
られる研究成果の有効性のみならず，実用性
についての実証検証を行った．得られた数多
くの研究成果は，内外の著名な学術雑誌に掲
載された． 
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